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を楽しんでいます。
治療法についても、その人はどういう人生を送っ

てこられたのか、どういう生活を送っておられるの
か、まず人を見ることから入り、患者さん一人ひと
りに合った治療法を考え、実践しています。
今後積極的に取り入れていきたいのが、現在も一

部取り入れている、園芸・調理・編物・折り紙など
です。これは、趣味を広げていただく感覚でリハビ
リを行うもので、気力を持続させながら取り組んで
いただける効果的な治療法の一つと考えています。
当科では、当院で行っている糖尿病教室や家庭介護

指導の中で運動療法や家庭での介護に関するお話をさ
せていただいているほか、運動等に関するあらゆるご
質問を承っています。お気軽にご相談ください。」

昔と違い最近では、高齢の方でも安全に手術を
受けておられます。しかし、どのような手術にも
危険は伴うもので、手術を受ける方で不安を持た
ない人はいないでしょう。

私たち麻酔科医は、その名のとおり麻酔の専門
家です。手術の際に患者さんに麻酔を行い、痛み
を取り除き、患者さんの身体を守ることが私たち
の主な仕事です。手術前には、患者さんのところ
に診察に行き、その患者さんに合った麻酔を考え
ます。手術中は患者さんに代わって、身体に危険
がおよばないように目を光らせています。外科の
先生が手術だけに集中できるように私たちが患者
さんの身体を預かっているのです。手術が無事終
了し、手術室を退出されるその瞬間まで私たちが
常にそばにいさせていただきます。
市立長浜病院では麻酔科医４人が、年間2,000

人の患者さんの手術をお手伝いしています。手術
中は、私たちが責任を持って患者さんの身体をお
預かりしますので、安心して手術に臨んでいただ
きたいと思います。
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「こんにちは、麻酔科医です。」

市立長浜病院のリハビリテーション科では、心身
に障害を持つ患者さんに対して、一人ひとりがより
充実した生活が送れるように、様々な知識と技術を
持った専門スタッフがチームを組み、患者さんの生
活の自立や社会復帰を援助しています。
同院のリハビリテーション科には１日200人以上

の患者さんが訪れ、その年齢は０歳から102歳まで
と幅広いため、一人ひとりに合った様々な方法でリ
ハビリを行っています。今回はこの道34年、技師長
の大橋博さんに同科での取組みについて話を伺いま
した。
「リハビリは、患者さんと接する時間が非常に長

いのが特徴で、最低でも３か月、長いと数十年もお
付き合いすることがあります。病院で行うほとんど
の治療は患者さんが受身となりますが、リハビリは
患者さん自身が能動的に取り組んでもらうもので
す。その分患者さん、ご家族にできるだけ気力・や
る気を持続してもらえるように心掛けなければなり
ません。
当院で一番心掛けているのは、患者さんと十分な

コミュニケーションを取り、人間関係を築くことで
す。理屈ばかり言っていてはお互い嫌になります。
そのため、時には冗談を交えながら患者さんと話し
たりして患者さんの緊張をほぐし、自分自身も仕事

リハビリテーション科の取組み
－リハビリは楽しく、根気強く－
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市立長浜病院では、地域における必要な医療を
安定的かつ継続的に提供していくための「市立長
浜病院改革プラン」の策定委員と、地域に根ざし
た病院事業を推進していくために病院運営につい
て協議いただく委員を次のとおり募集します。

【応募資格】
・20歳以上の市内にお住まいの人
・常勤の公務員と国・地方公共団体の議員でな
い人

・広い視野に立って様々な角度から建設的な意
見・提案をいただける人

・平日に開催する委員会に出席できる人
【募集人数】それぞれ２人以内

【任　　期】委嘱の日から２年
【応募方法】持参、郵便、メール（応募用紙に住所・

氏名・性別・年齢・電話番号・動機を記
入し、意見書(800字程度)を添付）

【募集締切】６月16日(月)必着

■応募・お問合せ先
〒526ー8580 長浜市大戌亥町313
市立長浜病院事務局
改革プラン策定委員会については、
経営企画課(7[２３２５)
運営協議会については、
管理課(7[２３２４)
E-Mail:nch@mx.biwa.ne.jp
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リハビリテーション科：7[[２３００㈹

改革プラン策定委員会と運営協議会の委員をそれぞれ募集します！

市立長浜病院からのお知らせ

児童手当の現況届は６月中に
現在、児童手当を受けている人は、引き続き

受ける資格があるかどうかを確認するため、毎
年６月中に「児童手当現況届」を提出していた
だくことになっています。
現況届は、下記の窓口へ６月30日(月)までに

提出してください。
※対象となる人には、市から必要書類を郵送します。

■提出・お問合せ先
子育て支援課(7X６５１４)
浅井支所市民福祉課(7a４３５２)
びわ支所市民福祉課(7_５２５３)


